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14 対１で可決

決 定！
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教育・文化	 　心豊かな人材を育み、郷土の歴史・文化を大切にするまち

自然・環境・安全	 　豊かな自然と共生する、安全で環境に優しいまち

産業経済	 　地域経済が元気で就業機会に恵まれたまち

協働・行財政	 　地域力を発揮する、住民主役のまち

健康・福祉	 　子育てしやすく、健康で安心して暮らせるまち

都市基盤	 　コンパクトで利便性と快適性が高いまち

基本構想

10　年　間
（平成 23 年度〜平成 32 年度）

基本計画
前期５年間

（平成 23 年度〜平成 27 年度）

実施計画

３　年　間
（毎年度見直し）

※社会情勢、財政事情等の変化に
　対応した修正を行う

後期５年間
（平成 28 年度〜平成 32 年度）

基本構想 とは

長期的な視点に立った

玉村町のまちづくりの

「基本理念」と「めざす

将来像」を示し、その実

現に向けた基本目標を

明らかにするものです。
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●将来の目標人口
　３万８０００人（現状を維持する）

●将来の目標人口
　３万８０００人（現状を維持する）

●対象年度
　平成23年度〜32年度（10年間）

●対象年度
　平成23年度〜32年度（10年間）

第４次総合計画の分析等

が十分でなく、不十分な

計画である。

町田宗宏 議員

理念、目標ともすばらしい

内容となっている。

石内國雄 議員

３

こんな議案を審議しました

賛成
です

活力 の
ある

まちづくり

自律 の
まちづくり

協働 の
まちづくり

反対
です

 立案に当たり、第４次総合計画をどのよ

うに検証したのか。

 第４次の目標を精査し、達成できたもの、

状況が変わったため取りやめると判断したも

のを分けて、第５次につないだ。

 基本構想の段階でも、財政に関する指標

を示すべきではないか。

 財政シミュレーションでは、約100億円

の毎年度予算を見込んでいる。それに見合う

財源を工面したい。

討 論討 論討 論

第５次 玉村町総合計画基本構想

質 疑質 疑質 疑（要旨）（要旨）（要旨）

●まちづくりの基本理念●まちづくりの基本理念

10 年間の玉村町の指針を承認




